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1.は じめ に

知 床 博 物 館 で は 開館 以 来,傷 病 野 生 鳥 獣 の 受 け

入 れ を行 っ て きた.そ れ らの うち 回復 した 個 体 に

つ い て は順 次 野 外 に 再 放 逐 して い る が,個 体 数 が

少 ない,捕 獲 す る こ とが 難 しい,研 究 例 が 少 な い

種 につ い て は,標 識 や 電 波 発 信 器 の 装 着 に よ っ て

放 逐 後 の 追 跡 調 査 も行 っ て い る.北 海 道 に分 布 す

る エ ゾ タ ヌ キ(八 ワc1θr伽θ51フrocアoηo'48301わ〃5)

は 本 州 以 南 に 生 息 す る ホ ン ド タ ヌ キGv.ρ.

卿 θrr1η〃5)に 較 べ,調 査 報 告 例 は 少 な い.そ こ

で 今 回交 通 事 故 で 保 護 され た エ ゾ タヌ キ に,回 復

後,電 波 発 信 機 を装 着 し放 逐 した と こ ろ,越 冬 期

を含 む約9カ 月 に わ た り行 動 を 追跡 す る こ とが で

きた の で 報 告 した い.
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2.放 逐 の 経 過

1997年9月24日 斜 里 町 日の 出 の 国 道 で エ ゾ タ

ヌ キが 車 に は ね られ,後 続 車 両 の ドラ イバ ー に よ

り町 内 の 動 物 病 院 に収 容 さ れ た.幸 い エ ゾ タヌ キ

に大 き な外 傷 は な く,一 時 的 な シ ョッ クで 仮 死 状

態 に な っ た だ け で あ った.動 物 病 院 か ら博 物 館 に

移 さ れ た タ ヌ キ は10日 後 の10月4日 保 護i地点 に

ほ ど近 い 山林 に放 逐 され た.放 逐 の 際 に は塩 酸 メ

デ ト ミジ ン0.4mgと 塩 酸 ケ タ ミ ン5mgの 筋 肉 内投

与 に よ っ て不 動 化,各 部 の 計 測 とキ ツ ネ用 電 波 発

信 器 を装 着 した.作 業 終 了 後,塩 酸 アチ パ メ ゾ ー

ル2mgを 筋 肉 内投 与 しケ ー ジ 内 で覚 醒 させ た(表

1・ 表2).そ の 後 車 両 で 放 逐 現 場 に移 動,覚 醒

か ら1時 間後 に放 逐 した.放 逐 時 に は ケ ー ジ の 扉

を開 放 す る と同 時 に,走 り出 して林 内 に姿 を消 し

た た め,麻 酔 か らは 完 全 に覚 醒 して い た と思 わ れ

る.

3.保 護 ・放 逐 地 点 周辺 の 環 境

保 護i・放 逐 地 点 の位 置 図 を図1に 示 す.保 護 ・

表2.麻 酔 記 録

経 過 時間(minls)

0'00

7'38

8'56

10'28

16'14

19127

29'16

31002

42042

46'18

47'47

48'45

49'50

50109

51100

塩 酸 メ デ トミジ ン0.2mgi.m

目隠 し をす る

暴 れ る

塩 酸 メ デ トミジ ン0.2mgi.m

塩 酸 ケ タ ミン5mgi.m

不動 化 。外 部 計 測 開 始

発 信 器 装 着

呼吸 数24/min

呼吸 数18/min

作 業終 了。塩酸 ア チパ メゾール2mgi.m

呼吸 数30/min

首 を動 か す 。 目 を開 け る。

呼吸 数34/min

上 半 身 を上 げ る。

完 全 に立 ち上 が る。

1回 目の塩酸メデ トミジン投与から不動化まで

塩酸ケタミン投与から不動化まで

不動化から塩酸アチパメゾール投与まで(作 業時間)

塩酸アチパメゾール投与から覚醒(立 ち上がり)ま で

19分27秒

3分13秒

26分51秒

4分42秒
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放逐地点は知床半島基部の海岸段丘上で,斜 里町

市街と知床国立公園の玄関ロウトロの中間に位置

する.付 近はオホーツク海の沿ってオオイタドリ

やオオブキなどの群生 した草原が細長 くのびてお

り,そ の背後 には標高100m付 近 まで急傾斜の段

丘斜面が続 く.こ の斜面はミズナラやエゾイタヤ,

シナノキなどの広葉樹林 となっている.さ らにこ

の急傾斜地の上には緩傾斜の台地が広が り,本 来

の植生は針広混交林であるが,現 在はアカエゾマ

ツ ・トドマツの造林地と一部農耕地となっている.

小河川 と無数の小さな沢が谷 を刻んでオホーツク

海に流れ込んでお り,台 地上には小さな沼や湿地

が点在 している.

4.発 信器による行動の追跡

放逐後の追跡は,装 着 した発信器からの電波を,

3素 子八木アンテナを装着 した受信機で3点 以上

の場 所 か ら受信,方 探 し,発 信 源 の方 角 が

1/25,000の 地形図上で交わる点または多角形の重

心をタヌキの位置とした.方 探は原則的にタヌキ

の活動が低下する昼間に行い,放 逐後越冬のため

のね ぐらに定着するまでは4日 に1回 以上,そ の

後は1週 間に1回 以上行った.

・放 逐 か ら越 冬 穴 定 着 まで

放 逐 直 後 の10月 は最 初 の2週 間 ほ ど の 間 、放 逐

点 周 辺 の 農 耕 地 に滞 在 した.こ の 期 間 昼 間 は 農耕

地 に点 在 す る伐 根 の 集 積 場 所 や 周 囲 の ア カ エ ゾ マ

ッ幼 齢 造 林 地 な どで 休 息 して い た.農 耕 地 を離 れ

た 後 は定 点 に定 着 す る こ とな く大 き く移 動 を続 け

た が,10月 末 に は次 第 に海 岸 線 に沿 っ た段 丘 斜 面

を中心 と したエ リア を多 く利 用 す る よう にな った.

そ の 後ll,12月 に つ い て も,海 岸 線 に 沿 っ た

段 丘 斜 面 を 中心 と したエ リア に と ど ま っ た.最 外

郭 法 に よ っ て 求 め た 越 冬 ま で の 各 月 の 行 動 域 を 図

2に 示 した が,行 動 域 は放 逐 後 月 を追 う に従 い 縮

/J・し,10月:が1090ha,11月320ha,12月 に は

39.8haま で 減 少 した.

1月7日 以 降 電 波 に よ る位 置確 認 で は定 点 か ら

移 動 が み られ な くな っ た た め,現 地 調 査 を行 っ た

と こ ろ,電 波 の発 信 源 を特 定 す る こ とが で きた.

電 波 はエ ゾ イ タヤ の 天 然 樹 洞 内 部 か ら発 信 して お

り,発 信 器 を装 着 した エ ゾ タ ヌ キ が この樹 洞 を越

冬 の ため の ね ぐ ら に して い る こ とが判 明 した.樹

ノ 。'監-門 り("・ 与"。3//,』

図1.図1:調 査 地 域 の位 置 図

□ が 保 護 地 点.■ が 放 逐 地 点.

〆 ハ/1,・ メ、y人 沸、.ドN冒

洞 の あ る エ ゾ イ タヤ は海 岸 か ら急 斜 面 を登 っ た標

高100mほ どの 段 丘 の 辺 縁 に あ り,胸 高 直 径70cm

ほ どで,斜 面 に対 し大 き く斜 め に 枝 を伸 ば して い

た.根 元 に は 根 と根 の 俣 の 下 に 幅25cm,高 さ

15cmほ どの穴 が あ り,樹 洞 とつ な が っ て い た(図

3).穴 周 辺 の 雪 面 は タ ヌ キ の 出 入 りの た め か土

で 汚 れ て い た.樹 洞 は一 番 下 の部 分 で 奥 行 き最 大

120cm、 幅 最 大200cmあ り,空 洞 は上 に2mほ ど

の 高 さ ま で広 が って い た.こ の 木 の 周 辺 に は高 さ

1～2mの ト ドマ ツ 幼 木 が 密 生 して い る た め,人

や 大 型 の 動 物 に は 見 通 しが 効 か な い 上,無 数 の小

枝 が 障 害 に な り容 易 に は た ど り着 け な い 場 所 で あ

った.し か しそ れ ら はエ ゾ タ ヌ キ の 体 高 で は全 く

移 動 の 妨 げ とは な らず,越 冬 場 所 と して は好 適 な

環 境 で あ っ た.こ の 木 の 周 囲 に は エ ゾ タ ヌ キ の足

跡 が 無 数 につ い て い た.

そ の 後 も,海 岸 線 の 道 路 か らの 方 探 で は越 冬 場

所 付 近 か ら の 移 動 は 認 め られ ず,2月10日,12

～14 ,16～20,25～27日 は 現 地 調 査 で 樹 洞 内 か

ら電 波 が 確 認 され た.3月 に入 り,3月15日 ま で

は 越 冬 樹 洞 付 近 にい た こ とが電 波 で 確 認 さ れ て い

た が,3月29日 には この場 所 か ら大 き く移動 した.

・越冬明けから追跡終了まで

越冬明けの3月 末から4月 はエゾタヌキの活動

は海岸線に沿った段丘の急斜面 とその下の海岸草

原に限定された(図4).こ こは段丘斜面は急傾

斜の上,海 からの強風で雪が飛ばされ積雪が少な

い.ま た海岸草原も強風で雪が少な くさらに日当

た りがよいため,こ れらの場所は他よりも雪解け

が早い.そ のためこの時期には多数のエゾシカが

食物を求めて集結する場所で もある.エ ゾタヌキ
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図3.越 冬 穴 の 見 取 り図 図4.越 冬 穴 を離 れ て か ら見 失 う まで の 行 動 域

(3月29日～7月13日)○が越冬穴の位置。Cは網洗い場のある地点。
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に とっ て も他 に先 駆 け て雪 解 けが 進 み,採 餌 しや

す い た め,よ く利 用 した の で は な い だ ろ う か.

5,6,7月 につ い て も4月 と行 動 域 は 大 き く

変 わ る こ とは なか っ た.海 岸 草 原 と背 後 の 急 斜 面

が 活 動 の 中 心 で,海 岸 線 に対 し平 行 に 移動 す る こ

とは あ っ て も斜 面 を登 り高 標 高 地 に移 動 す る こ と

は な か っ た.

6～7月 にか け て,の べ16観 察 日,あ る河 川 の

河 口 部 に定 着 す る こ とが あ っ た.こ こ に定 着 した

時期 は 漁 業 者 が 河 川水 を汲 み 上 げ高 圧 ホ ー スで 漁

網 の 洗 浄 を行 っ て お り,洗 浄 場 所 周 辺 と洗 浄 水 が

流 れ 込 ん だ河 口部 に は 網 か ら落 ち た チ カ な どの 小

魚 が 散 乱 して い た.こ の 場 所 に無 人 自動 撮 影 カ メ

ラ を設 置 した と ころ,追 跡 個 体 か ど うか は識 別 で

き なか っ た もの の,こ の 魚 を 食べ る エ ゾ タ ヌ キが

撮 影 さ れ た.夜 間 だ けで な く 日中 正 午 近 くに撮 影

され た もの もあ り,昼 間 も採 餌 して い た こ とが わ

か っ た.

ま た こ の 河 口 部 に は海 岸 線 に平 行 に 国道 が 走 っ

て い る が,追 跡 個 体 は 国道 法 面 の 排 水 管 を ね ぐ ら

に した こ とが あ っ た.海 岸 草 原 は 初 夏 に は オ オ イ

タ ドリが 繁 茂 し,タ ヌ キ に と って は最 良 の 目隠 し

となる ため,た とえ道路 か ら数mの 至近 距 離 で も,

エ ゾ タヌ キ に と っ て安 全 な 場 所 とな っ て い た.オ

オ イ タ ドリの 群 生 地 の 中 に は タ ヌ キ が 頻 繁 に利 用

す る 通 路,い わ ゆ る タヌ キ 道 が あ っ た.こ の タ ヌ

キ道 に も無 人 自動 撮 影 カメ ラ をセ ッ トした と ころ,

毛 色 と顔 面 の隈 取 り模 様 の パ ター ンか ら個 体 識 別

す る と,少 な く と も2頭 以 上 の個 体 が この 通 路 を

利 用 して い た.こ の2頭 に発 信 器 は 装 着 さ れ て お

らず 追 跡 個 体 で は なか っ た.こ こで も 日 中 の通 路

利 用 が 確 認 され た.こ の タヌ キ 道 は 網 洗 い場 の あ

る川 の河 口部 につ なが って お り,こ の通 路 を通 り,

網 か ら落 ち た 魚 を採 餌 して い た ら しい.

追 跡 個 体 は7月13日 この 網 洗 い 場 の あ る 河 口 部

で の確 認 を最 後 に,電 波 の発 信 を確 認 で きな くな

っ た.3月29日 越 冬 場 所 か らの 移 動 を確 認 して か

ら,最 後 に確 認 さ れ た7月13日 ま で の行 動 域 の 面

積 は341haで あ っ た.

とい うこ と もあ り,そ の影 響 が 考 え ら れ る が,越

冬 明 け か ら 見 失 う ま で の3月29日 か ら7月13日

ま で の 行 動 域 で も341haと は る か に広 か っ た.し

か し追 跡 個 体 が6～7月 に か け て 漁 業 者 が網 を洗

浄 した 際 に 落 ち た小 魚 とい う人 為 的 な餌 資 源 を利

用 して い る間 は,ほ とん ど移 動 は見 られ ず,そ の

場 に定 着 した.ま た こ こで は 追 跡 個 体 以 外 の 個 体

も複 数 観 察 され た.今 回 追 跡 個 体 が 利 用 した 行 動

域 に は 人 家 が ほ と ん どな い た め,網 洗 い場 以 外 で

の 人為 的 な餌 へ の依 存 は ほ と ん ど な か っ た.し か

し今 回 の 結 果 か ら推 察 す る と,人 間 の 生 活 場 所 と

隣接 して 暮 ら し,人 為 的 餌 資 源 に依 存 して い るエ

ゾ タヌ キで は,そ の 行 動 域 は非 常 に狭 い エ リ ア に

限 定 され る こ とが予 想 され た.ま た網 洗 い 場 とい

う臨 時 的 な餌 場 の 出 現 に対 し,複 数 の 個 体 が,即

座 に利 用 して い た こ とか ら,エ ゾ タヌ キ は環 境 の

変 化 に対 して 柔 軟 に適 応 す る 能力 に優 れ て い る こ

とが わ か っ た.
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5.お わ りに

エ ゾ タ ヌ キ の行 動 域 は 平 均80haと 報 告 さ れ て

い る(宮 木1990).今 回 の 調 査 結 果 で は こ れ ら

に 比 較 す る と広 か っ た.10月 に つ い て は放 逐 直 後
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